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GHz音速法とブリリュアン散乱法の併用によるマントル鉱物のその場弾性測定　 II
Single crystal elasticity by means of GHz ultrasonics and Brillouin scattering in DAC II
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マントル鉱物の弾性はブリリュアン（BS）散乱法により測定されてきたが、ダイヤモンドアンビルセル（DAC）で測
定する場合、約 100GPaの高圧下になると試料鉱物の P波速度がダイヤモンドの S波速度と同程度になり測定できなく
なるという問題があった（試料の S波速度は測定可能）。　この問題を解決するための方法として、P波速度はGHz音速
法で測定し S波速度はブリリュアン散乱法で測定するという単純なアイデアを着想し開発を行ってきた。昨年度の連合
大会では、GHｚ音速法の基本的技術開発の状況を発表した。今年度は、その後の進歩を発表する。発表までに、実際に
DAC中で加圧した試料からの GHｚシグナルを取得を目指している段階である。
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